
第２章 中国・ＡＳＥＡＮ関係と東アジアの 
ＦＴＡの現状 

 

はじめに 

 

 東アジアの経済の発展を考えるうえで重要なファクターは、①中国経済の

台頭（持続的な経済発展）、②地域主義の拡大：ＦＴＡの推進と域内経済統

合、③電機・電子産業の発展と域内の生産ネットワークの形成、である。こ

れらの要素が絡み合いながら東アジア経済は持続的な発展を遂げているが、

この好循環を継続するためにはもはや一国（経済大国）が域内経済を牽引す

るのではなく、東アジアを構成する国・地域が一体化するような幅広い経済

連携を模索しながら、世界経済を構成する三つの軸の一つとしての“東アジ

ア経済圏”を作り上げていく必要がある。 

東アジアにおいては日本と中国の経済的プレゼンスは大きく、両国で東ア

ジア全体のＧＤＰの８割を占めている。貿易・投資の面で日本と中国の経済

関係はさらに緊密度を高めており、すでに中国は日本の輸入相手国の第一位

となっている。また、1970年代以降、日本はＡＳＥＡＮ域内で製造業を中心

とする生産ネットワークを築き上げており、日本、中国そしてＡＳＥＡＮの

結合による新たな経済統合の形成、そして巨大な域内消費市場が誕生する可

能性を秘めている。日本、中国そしてＡＳＥＡＮで構成される東アジア経済

圏のトライアングルの一辺（ＡＳＥＡＮ―中国）を強化することにより、こ

の構造はより強固なものになるであろう。中国のＡＳＥＡＮへの急接近はい

ろいろな憶測を呼んでいるが、ＡＳＥＡＮの経済発展は日本が優位を持つＡ

ＳＥＡＮ内の生産ネットワーク、産業集積をさらに高めるとともに、ＡＳＥ

ＡＮ拠点からの対中国輸出の拡大も期待できよう。 

本稿では、第１節で東アジアへの直接投資を概観し、投資動向が中国へ一

極集中化していることを確認する。第２節では関税統計により中国とＡＳＥ

ＡＮの貿易関係を２国間ベースで分析し、エレクトロニクスを中心とする電

 －15－



機・電子部品での取引が増大していることを検証する。第３節では、東アジ

アで勢いを増すＦＴＡの動きを概観する。そして最後に東アジアの発展と日

本・中国の役割（関わり方）について言及する。 

 

 

第１節 東アジアの投資概況 

 

１．中国、ＡＳＥＡＮへの外国直接投資の推移 

 

「世界の工場」、「世界の市場」といわれる中国への対内直接投資の“奔流”

は留まるところを知らない勢いがある。表１は 1990 年以降の中国、ＡＳＥ

ＡＮへの対内投資額の推移である。中国は 1990 年以降、投資額が対前年比

マイナスになったのは 1999 年のみであり、まさに右肩上がりの増勢を続け

ている。さらに 2002、2003年と２年続けて 500億㌦の大台に乗り、中国商

務省は 2004 年の投資額を 606 億 3000 万㌦（対前年比 13.3％増）と発表し

た。2003年の投資実績は 535億㌦で、これは世界の投資額の 9.5％に相当す

る。また、アジア全体（東、東南、南アジアを含む）への投資額の 55％が中

国に流入しており、ＡＳＥＡＮ10カ国合計の 2.8倍の規模にもなる。まさに

世界の投資を惹きつけているといっても過言ではない。世界全体の投資額は、

2000年の１兆 3880万㌦をピークに３年後の 2003年には 60％減の 5,596億

㌦へと大幅に減少したが、中国への投資額は大幅な伸びを示している。 

東アジアにおいて中国（経済）の台頭により中国とＡＳＥＡＮとの投資の

競合がよく指摘されるが、統計を見る限りにおいてはすでに 1993 年には中

国への直接投資がＡＳＥＡＮを上回っていた。その後の趨勢は、1999、2000

年と伸び率は鈍化するものの 400 億㌦の投資を維持し、2001 年からは再び

投資額が増加して“一人勝ち”の様相を呈している。 

他方、ＡＳＥＡＮへの投資は 1990 年以降順調に伸び 1997 年は 341 億㌦

を記録した。しかしながら、1997年のアジア通貨危機を契機に 1998年の投 
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（単位：100万㌦）
1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

世　　界 208,647 158,702 166,402 225,505 260,775 335,734 388,532 488,327 690,905 1,086,750 1,387,953 817,574 678,751 559,576

アジア全体* 22,154 21,989 29,769 53,604 65,766 77,822 89,738 100,957 92,136 109,116 142,683 102,228 86,326 96,915

中　　国 3,487 4,366 11,008 27,515 33,767 37,521 41,726 45,257 45,463 40,319 40,715 46,878 52,743 53,505
香　　港 3,275 1,021 3,888 6,930 7,828 6,213 10,460 11,368 14,766 24,580 61,939 23,775 9,682 13,561

ＡＳＥＡＮ全体 12,817 13,635 12,714 16,591 20,413 28,316 30,038 34,173 23,112 28,729 23,378 19,602 14,535 19,101

　ＡＳＥＡＮ６ 12,406 13,018 12,050 15,489 18,205 25,979 27,233 30,452 20,440 26,659 21,699 17,936 12,973 17,416
　　インドネシア 1,092 1,482 1,777 2,003 2,108 4,346 6,194 4,678 -241 -1,866 -4,550 -2,977 145 -597
　　マレーシア 2,611 4,043 5,138 5,741 4,581 5,815 7,297 6,323 2,714 3,895 3,788 554 3,203 2,474
　　フィリピン 550 556 776 1,238 1,591 1,574 1,619 1,260 2,212 1,725 1,345 982 1,792 319
　　ブルネイ 3 1 4 14 6 583 654 702 573 748 549 526 1,035 2,009
　　シンガポール 5,575 4,887 2,204 4,686 8,550 11,591 9,131 13,608 7,690 16,067 17,217 15,038 5,730 11,409
　　タイ 2,575 2,049 2,151 1,807 1,369 2,070 2,338 3,882 7,491 6,091 3,350 3,814 1,068 1,802

　ＡＳＥＡＮ４ 411 617 664 1,102 2,208 2,337 2,805 3,721 2,672 2,070 1,680 1,666 1,562 1,685
    カンボジア 33 54 69 151 294 168 243 230 149 149 145 87
　　ベトナム 180 375 474 926 1,945 1,780 1,803 2,587 1,700 1,484 1,289 1,300 1,200 1,450
　　ミャンマー 225 235 149 92 135 318 581 879 684 304 208 192 191 128
　　ラオス 6 7 8 30 59 88 128 86 45 52 34 24 25 20
（出所） World Investment Report 2004, UNCTAD(United Nations Conference on Trade and Development).
（注）＊：東、東南、南アジアを含む。

表１　中国・ＡＳＥＡＮへの海外直接投資

 
 

資額は 231 億㌦と急減した。1999、2000 年は世界的なＩＴブームにより一

時的に投資額が増加したが、ＩＴバブルが崩壊した後は再び投資が減少して

200 億㌦を割りこんでしまった。2002 年には最盛期の半分以下の 145 億㌦

となってしまった。これは同年の中国への投資額の四分の一にすぎない。な

お、ＡＳＥＡＮ域内各国への投資動向を見ると、1997年から 2001年にかけ

て国別投資額の推移が大きく変動していることがわかる。これはＩＴ関連投

資が一巡したこと（ＩＴバブルの形成とその崩壊）に大きく影響されている

ためである。さらに、中国との競合によってＡＳＥＡＮへの新規の大型投資

案件が減少していることも指摘できよう。インドネシアはアジア通貨危機の

影響が国内の経済・政治危機へと波及したため、海外からの投資が手控えら

れ、1998 年から 2001 年、そして 2003 年にはネットでの投資の流出が生じ

てしまい、経済発展の機会を逸してしまった。 

２１世紀に入ってから東アジアにおける投資の流れは中国へ一極集中化す

る様相を呈しているなか、カネのみならずモノの動きも含め中国を中心とし

た生産システムが構築されていることが看守できる。すでにエレクトロニク

ス関連製品で中国での生産が世界一となっている製品がいくつかある。中国

への生産活動の集中は、鋼材・石油化学製品等の素材関連の需要の大幅な伸

びとともに、アジアのみならず世界市場における価格高騰の要因にもなって

いる。 
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 中国が 2001年 11月にＷＴＯに加盟してからすでに３年が経過した。この

間、経済過熱が常に指摘されるなかで中国経済は８～９％の高い成長を維持

しながら、世界の工場、世界の市場として着実に存在感を高めている。貿易

総額（輸出入の合計）も 2004 年には１兆㌦の大台にのり、日本を抜いて世

界第３位の貿易国になった1。このような状況のなかで、中国として初めてＦ

ＴＡ交渉を進めているＡＳＥＡＮとの経済関係を貿易の面から明らかにして

みよう。 

 東アジア経済の発展を支えているのは中国の巨大な市場だけではなく、こ

の地域で形成されている国境を越えた緻密な生産ネットワークである。なか

でも、日本と中国との経済関係がますます緊密化しており、とくに電機・電

子機器および同部品の生産・販売では企業・産業間の生産・販売システムが

東アジア域内で形成されており、貿易の発展に大きく貢献している。 

 

 

第２節 中国・ＡＳＥＡＮの貿易関係 

 

１．中国の対ＡＳＥＡＮ貿易について 

 

現在、ＡＳＥＡＮと中国は貿易・投資を中心とする経済連携を緊密化する

ＦＴＡ交渉を進めている。すでに一部農産品についてはアーリーハーベスト

として関税の引き下げを実施しており、今後工業製品等の関税引き下げによ

って貿易の拡大が期待されている。ここでは中国とＡＳＥＡＮの貿易関係の

現状を考察してみよう2。 

                                                  
1 2004年の中国の貿易総額は１兆 1547億㌦になり、米国、ドイツに次いで

世界第３位となった（日本経済新聞 2005年１月 12日付）。 
2 中国とＡＳＥＡＮの貿易を分析した、中村〔2003〕によれば中国とＡＳ

ＥＡＮとの貿易結合度は、ＡＳＥＡＮから中国を見ると、インドネシア(1.1)、

マレーシア（1.2）、フィリピン（0.7）、シンガポール（1.2）、タイ（1.2）、
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表２，３は中国とＡＳＥＡＮとの貿易の推移をみたものである。中国とＡ

ＳＥＡＮの 2003 年の貿易総額は 782 億㌦となり、中国の対世界貿易全体の

9.2％にあたる。そのうち、輸入額は 473 億㌦、輸出額は 309 億㌦である。

1995年の 203億㌦（シェアは 7.3％）から 3.8倍へと大幅に増えている。な

かでも、エレクトロニクス関連製品・部品の取引が増えていることが注目さ

れる。東アジアでは日本をはじめとする外資系企業の生産ネットワークが拡

大しており、中国とＡＳＥＡＮの貿易は今後も増大することが予想される。

そこにはＡＳＥＡＮでの産業集積を利用しつつ、中国における生産拡大を目

指す外資系企業の企業戦略がある。 

 

順位 国　　名 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
0 World 132,083 138,833 142,140 140,385 165,779 225,095 243,563 295,303 413,096

1 Japan                   29,005 29,181 28,988 28,307 33,778 41,520 42,808 53,489 74,204
対世界(%) 22.0 21.0 20.4 20.2 20.4 18.4 17.6 18.1 18.0

7 Malaysia                2,071 2,244 2,485 2,675 3,607 5,480 6,206 9,295 13,998
9 Singapore              3,398 3,601 4,385 4,226 4,062 5,060 5,143 7,054 10,486
11 Thailand                1,611 1,890 2,005 2,423 2,782 4,380 4,713 5,599 8,829
13 Philippines             276 373 327 517 908 1,677 1,945 3,217 6,309
16 Indonesia               2,052 2,280 2,673 2,462 3,051 4,402 3,888 4,501 5,754
36 Vietnam                332 309 357 217 354 929 1,010 1,115 1,455
小計 9,739 10,698 12,232 12,520 14,763 21,929 22,905 30,780 46,832
対世界(%) 7.4 7.7 8.6 8.9 8.9 9.7 9.4 10.4 11.3

58 Brunei Darussalam  0 0 0 0 0 61 148 242
69 Myanmar               150 137 73 62 101 125 134 137 170
109 Cambodia              6 7 45 48 56 59 35 25 26
124 Laos                     6 8 6 8 10 6 7 10 11
小計 162 152 124 118 167 252 325 413 518
対世界(%) 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

2 Taiwan                  14,784 16,180 16,434 16,694 19,537 25,497 27,344 38,082 49,364
3 Korea, South          10,293 12,482 14,884 15,021 17,232 23,208 23,394 28,581 43,161
5 China                    2,255 2,415 2,902 3,021 4,150 7,180 8,769 14,984 25,111
8 Hong Kong             8,591 7,827 6,997 6,667 6,893 9,431 9,421 10,788 11,139
小計 35,923 38,904 41,215 41,402 47,813 65,316 68,927 92,435 128,775
対世界(%) 27.2 28.0 29.0 29.5 28.8 29.0 28.3 31.3 31.2

参考
4 United States         16,118 16,155 16,288 16,997 19,488 22,365 26,204 27,228 33,883
対世界(%) 12.2 11.6 11.5 12.1 11.8 9.9 10.8 9.2 8.2

（出所） World Trrade Atlas.　原典は中国海関統計による。

（単位：100万米ﾄ㌦）
第２表　中国の国・地域別輸入

311

 
 

                                                                                                                                 
中国からＡＳＥＡＮを見てもインドネシア（1.9）を別にすると、フィリピン

（0.9）～シンガポール（1.2）となっている。 
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順位 国　　名 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
0 World 148,780 151,048 182,744 183,746 195,177 249,240 266,403 325,642 438,473

3 Japan                   28,467 30,886 31,816 29,718 32,420 41,611 45,049 48,483 59,454
対世界(%) 19.1 20.4 17.4 16.2 16.6 16.7 16.9 14.9 13.6

9 Singapore             3,501 3,749 4,321 3,901 4,503 5,755 5,793 6,969 8,873
13 Malaysia               1,281 1,370 1,920 1,594 1,675 2,565 3,221 4,975 6,142
17 Indonesia              1,438 1,428 1,841 1,172 1,779 3,061 2,842 3,427 4,482
20 Thailand                1,752 1,255 1,502 1,170 1,437 2,244 2,502 2,959 3,829
23 Vietnam                720 842 1,078 1,024 964 1,537 1,805 2,150 3,180
24 Philippines            1,030 1,015 1,334 1,499 1,380 1,464 1,621 2,042 3,094
小計 9,722 9,658 11,996 10,359 11,738 16,626 17,785 22,522 29,600
対世界(%) 6.5 6.4 6.6 5.6 6.0 6.7 6.7 6.9 6.8

48 Myanmar               618 521 570 533 407 496 497 725 908
136 Brunei Darussalam 34 39 33 9 8 13 17 21 34
72 Cambodia              52 63 76 114 105 164 206 252 295
111 Laos                    48 27 23 18 22 34 54 54 98
小計 752 650 702 673 541 708 775 1,052 1,335
対世界(%) 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

2 Hong Kong            35,983 32,906 43,797 38,782 36,917 44,530 46,492 58,483 76,324
4 Korea, South         6,688 7,500 9,122 6,266 7,817 11,287 12,524 15,508 20,105
8 Taiwan                 3,098 2,802 3,397 3,866 3,952 5,040 5,002 6,590 9,014
239 China                   0 0 0 0 0 0 0 0 0
小計 45,769 43,208 56,316 48,914 48,686 60,857 64,018 80,581 105,442
対世界(%) 30.8 28.6 30.8 26.6 24.9 24.4 24.0 24.7 24.0

参考
1 United States        24,713 26,683 32,703 37,965 42,016 52,142 54,277 69,959 92,510

16.6 17.7 17.9 20.7 21.5 20.9 20.4 21.5 21.1
（出所） World Trade Atlas.　原典は中国海関資料。
（注）斜体字は全世界に対するシェア（％）。

第３表　中国の国・地域別輸出（1995～2003）
（単位：100万ﾄﾞﾙ）
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 なお、表４，５は、中国とＡＳＥＡＮの域内貿易（輸出、輸入）をマトリ

ックスにしたものである。 

 

(単位:100万米㌦）
輸出国→輸入国中国 香港 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾏﾚｰｼｱ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ タイ ベトナム フィリピン
中国 76,324 8,873 6,142 4,482 3,829 3,180 3,094
香港 95,572 4,643 2,018 1,001 2,520 994 2,227
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 10,146 14,437 22,795 - 6,156 2,412 3,239
ﾏﾚｰｼｱ 6,427 6,111 16,478 2,127 4,563 823 1,382
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 3,803 1,183 5,400 2,364 1,393 468 944
タイ 5,693 4,301 5,846 3,875 2,312 1,263 1,616
ベトナム
フィリピン 2,143 3,085 2,429 2,402 296 1,233 145
（出所）表２に同じ。

表４　中国・香港およびＡＳＥＡＮの域内貿易（輸出、2003年）

 
 

(単位:100万米㌦）
輸入国→輸出国 中国 香港 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾏﾚｰｼｱ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ タイ ベトナム フィリピン
中国 11,139 10,486 13,998 5,754 8,829 1,455 6,309
香港 97,511 7,932 6,729 1,705 4,369 335 3,912
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 11,084 3,095 21,565 * 5,511 1,025 2,830
ﾏﾚｰｼｱ 6,729 2,119 9,624 2,923 3,721 364 2,611
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2,957 222 4,155 1,138 1,702 416 183
タイ 6,056 1,073 3,264 4,528 1,771 335 1,349
ベトナム
フィリピン 1,797 1,601 2,542 1,353 829 1,361 304
（出所） 表２に同じ。

表５　中国・香港およびＡＳＥＡＮの域内貿易（輸入、2003年）
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２．中国のＡＳＥＡＮからの輸入 

 

中国の輸入（対世界）はここ９年間で約３倍と大幅な伸びを記録しており、

2003年には 4,131 億㌦に達している（表２）。東アジア域内からの輸入額は

全体の 60.6％（2003年）となっている。1995年の 56.7％からシェアを増や

している。東アジアを日本、アセアン、その他地域（韓国、台湾、香港等）

と分類してみると、この間、日本からの輸入シェアが約４ポイント低下し

（22％→18％）、他方アセアンは４ポイント増（7.4％→11.3％）、その他地

域も４ポイント増（27.2％→31.2％）となっている。アセアン各国と中国と

の貿易関係の変化を見ると、特徴的なことは、97、98年を境にＡＳＥＡＮか

らの輸入（ＡＳＥＡＮから見ると輸出）が急増しており、ＡＳＥＡＮから中

国へとモノの流れに変化が生じたことを示している。次にＡＳＥＡＮから中

国への輸入を国別に見てみよう（付表参照）。 

 

【中国－マレーシア】（付表１－①） 

 マレーシアは中国の第７番目（2003年）の輸入相手国であり、その金額は

約 140 億㌦である。1998 年に較べると 5.2 倍へと大幅に伸びている。その

うち約半分（51.3％）が電子機器（ＨＳ85）で占められ金額は 71億 8500万

㌦に達している。２番目が機械（ＨＳ84）で 17億 1200万㌦（全体の 12.2％）。

上位２品目で全体の 63.5％を占めている。３番目が FAT＆OILS（ＨＳ27）

で 11億 1400万㌦（同 8.0％）、4番目が鉱物燃料で９億 5400万㌦（同 6.8％）、

５番目が木材（ＨＳ44，６億 4100万㌦、4.6％）、６番目がプラスチック（Ｈ

Ｓ39，６億 1500万㌦）となっている。 

 機械（ＨＳ84）のうち、サブ・セクターではコンピュータ・コンポーネン

ト（ＨＳ8471）が８億 2000万㌦、事務用機器部品（ＨＳ8473）が６億 7000

万㌦となっている。 
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【中国－シンガポール】（付表２－①） 

シンガポールは中国の９番目の輸入相手国であり、輸入額は 104 億 8600

万㌦である。輸入額のトップは電子機器（ＨＳ85）で 34億 3300万㌦（全体

の 32.7％）、続いて機械（ＨＳ84）23億 200万㌦（同 22.0％）、鉱物燃料（Ｈ

Ｓ27）15 億 4700 万㌦(14.8％)、プラスチック（ＨＳ39）12 億 1800 万㌦

（11.6％）、有機化学品（ＨＳ29）６億 1400万㌦（5.9％）。上位２品目で全

体の 54.7％となる。 

 

【中国－タイ】（付表３－①） 

タイは中国の第 11番目の輸入相手国で、輸入額は 88億 2900万㌦で、2000

年以降輸入額が急増している。なかでも、機械（ＨＳ84）は前年比の２倍の

21億 4700万㌦（全体の 24.3％）となっている。押し上げ要因としてはＨＳ

４桁レベルで見ると、コンピュータ・コンポーネント（10 億 4000 万㌦）、

事務用機械部品（８億 8400 万㌦）が貢献している。電子機器（ＨＳ85）は

19億 8500万㌦（同 22.5％）と第２位となっている。ＨＳ４桁では、半導体

が約半分の９億 1500 万㌦を占めている。３位はプラスチック（ＨＳ39）で

９億 2200万㌦（同 10.4％）。上位２品目で 46.8％となる。 

 

【中国－フィリピン】（付表４－①） 

フィリピンは中国の第 13番目の輸入相手国であり、輸入額は 69億 900万

㌦である。この４年間で輸入額は４倍にも達している。そのうち、電子機器

（ＨＳ85）は 42億 5400万㌦（全体の 67.4％）、機械（ＨＳ84）が 13億 6600

万㌦（同 21.7％）、銅関連製品（２億 1600 万㌦、同 3.4％）、光学機器関連

（１億 5700万㌦、同 2.5％）となっている。そのうち、電子機器を４桁レベ

ルで見ると６割弱にあたる 37 億㌦が半導体（関連）である。また、機械を

４桁レベルで見ると、コンピュータ・コンポーネントが 10億 6600万㌦、事

務用機械部品が２億 7300万㌦となっている。上位２品目で 89.1％に達する。 
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【中国－インドネシア】（付表５－①） 

インドネシアは中国の第 16番目の輸入相手国であり、輸入額は 57億 5400

万㌦である。輸入額の大きな順から、鉱物燃料（ＨＳ27）11億 6400万㌦（全

体の 20.2％）、機械（ＨＳ84）６億 4500万㌦（同 11.2％）、有機化学品（Ｈ

Ｓ29）６億 4500万㌦（同 11.2％）、木材（ＨＳ44）５億 1800万㌦（同 9.0％）、

木材チップ（ＨＳ47）５億 600万㌦（同 8.8％）となっており、電子機器（Ｈ

Ｓ85）は７位で３億 4600万㌦である（同 6.0％）。特徴的なことは、他のＡ

ＳＥＡＮ諸国に較べて、一次産品の比率が高いことである。 

 

３．中国の対ＡＳＥＡＮ輸出 

 

2003 年の中国の輸出総額は 4,384 億 7300 万㌦となり、前年比約 35％の

大幅な伸びを記録した（表３）。輸出先は、１位が米国で輸出額は 925億 1000

万㌦（同 32％増）でこれは全輸出額の 21％にあたる。２位が香港で 763 億

2400万㌦（同 31％増）、３位が日本で 594億 5300万㌦（同 23％増）。日本

のシェアは 13.6％。以下韓国（201億 400万㌦）、ドイツ（174億 4600万㌦）、

オランダ（135 億㌦）、英国（108 億 2700 万㌦）、台湾（90 億 1300 万㌦、

シンガポール（88億 7300万㌦）フランス（72億 9500万㌦）と続く。ＡＳ

ＥＡＮへの輸出（６カ国）は 296 億㌦で前年比 31％増を示した。ＡＳＥＡ

Ｎのシェアは 6.8％である。ＡＳＥＡＮを国別に見ると、シンガポール（９

位、88億 7300万㌦）、マレーシア（13位、61億 4200万㌦）、インドネシア

（17 位、44 億 8200 万㌦）、タイ（20 位、38 億 2900 万㌦）ベトナム（23

位、31億 8000万㌦）、フィリピン（24位、30億 9400万㌦）となっている。 

 ＡＳＥＡＮ主要国と中国との貿易収支を見ると、マレーシア、シンガポー

ル、タイ、フィリピンが出超、インドネシア、ベトナムが入超となっている。

ＡＳＥＡＮ全体では 2003年は 175億 4300万㌦の出超になっている。 
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【中国－シンガポール】（付表２－②） 

 中国にとってシンガポールは９番目の輸出相手国である。輸出品目は、１

位が電子機器（ＨＳ85）で輸出額は 28億 7500万㌦（全体の 32.4％）、２位

が機械（ＨＳ84）で 19億 2100万（同 21.7％）、３位が鉱物燃料（ＨＳ27）

で７億 4500 万㌦（同 8.4％）、以下ニット衣料（ＨＳ61、４億 7300 万㌦、

同 5.3％）、織物（woven apparel）（ＨＳ62、４億 300万㌦、同 4.5％）とな

っている。４桁分類で見ると、電子機器では、集積回路（ＨＳ8542）が６億

3700万㌦、Trans AP F R-tel（ＨＳ8523）３億 6300万㌦、半導体（ＨＳ8529）

３億 5500万㌦となっている。機械では、コンピュータ・コンポーネント（Ｈ

Ｓ8471）８億 1300 万㌦、事務用機械部品（ＨＳ8473）７億 2700 万㌦とな

っている。 

 

【中国－マレーシア】（付表１－②） 

 マレーシアは 13番目の輸出相手国。輸出額は 61億 4200万㌦。輸出品目

は１位が機械（ＨＳ84）で 18億 9400万㌦（全体の 30.8％）、２位が電子機

器（ＨＳ85）で 15億 8700万㌦（同 25.8％）、３位が穀物（ＨＳ10）で２億

6300 万㌦（同 4.3％）、光学機器（ＨＳ90）で１億 5900 万㌦（同 2.6％）、

ニット衣料（ＨＳ61）で１億 2600万㌦（同 2.1％）、車両（ＨＳ87）で１億

2200万㌦（2.0％）、鉄鉱・製鉄（ＨＳ73）で１億㌦（同 1.6％）となってい

る。４桁ベースでは、機械は事務用機械部品（ＨＳ8473）で 12 億 3300 万

㌦、コンピュータ・コンポーネント（ＨＳ8471）で３億 600万㌦。電子機器

では集積回路（ＨＳ8542）が２億 7600万㌦、テレビ・ラジオ等（ＨＳ8529）

が２億 5700 万㌦、部品・アクセサリー（ＨＳ8522）が１億 1300 万㌦とな

っている。穀物はコーン（メイズ）がほとんどである。 

 

【中国－インドネシア】（付表５－②） 

 インドネシアは 17 番目の輸出相手国。輸出額は 44 億 8200万㌦。主要輸

出品目は、１位が機械（ＨＳ84）で６億 4100 万㌦（全体の 14.3％）、鉱物
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燃料（ＨＳ27）で６億 3600 万㌦（同 14.2％）、電子機器（ＨＳ85）で６億

3300万㌦（同 14.1％）、以下車両、穀物、綿布となっている。他のＡＳＥＡ

Ｎ諸国に較べると上位品目への集中度が低く、またバラツキもある。 

 

【中国－タイ】（付表３－②） 

 タイは 20番目の輸出相手国。輸出額は 38億 2900 万㌦。主要輸出品目は

１位が機械（ＨＳ84）で 10 億 2400 万㌦（全体の 26.8％）を占めている。

２位が電子機器（ＨＳ85）８億 8800万㌦（同 23.2％）、３位が INORG Chem; 

Rare Earth（ＨＳ28）で１億 2900万㌦（同 3.4％）、綿糸等（ＨＳ52）１億

1700万㌦（同 3.1％）、鉄鉱・製鉄（ＨＳ72）１億 1400万㌦（同 3.0％）と

なっている。上位２品目で全体の 50％を占めている。４桁分類で見ると、事

務用機械部品（ＨＳ8473）が５億 5200万㌦、Trans AP F R（ＨＳ8525）１

億 9400万㌦、コンピュータ・コンポーネント（ＨＳ8471）１億 400万㌦と

なっている。 

 

【中国－ベトナム】（付表６） 

 ベトナムは 23番目の輸出相手国。輸出額は 31億 8000万㌦。主要輸出品

目は１位が鉱物燃料（ＨＳ27）で７億 2000 万㌦（全体の 22.6％）、２位が

機械（ＨＳ84）で４億 200万㌦（同 12.6％）、３位が肥料（ＨＳ31）で２億

4600万㌦（同 7.7％）、４位が電子機器（ＨＳ85）で１億 4600万㌦（同 4.6％）、

綿糸等（ＨＳ52）で１億 1900万㌦（同 3.7％）となっている。４桁分類では、

石油（ＨＳ2710）が７億 500万㌦、窒素肥料（ＨＳ3102）１億 4400万㌦を

占めている。 

 

【中国－フィリピン】（付表４－②） 

 フィリピンは 24番目の輸出相手国。輸出額は 30億 9400万㌦。主要輸出

品目は１位が電子機器（ＨＳ85）で８億 9100 万㌦（輸出全体の 28.8％）、

２位が鉱物燃料（ＨＳ27）で２億 8600 万㌦（同 9.3％）、３位が機械（ＨＳ
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84）２億 7400万㌦（同 8.9％）、４位が車両（ＨＳ87）で１億 2000万㌦（同 

3.9％）、５位が穀物（ＨＳ10）で１億 2000 万㌦（同 2.6％）となっている。

上位３品目で全体の 46.9％を占めている。４桁分類では、集積回路（ＨＳ

8542）３億 8300万㌦、石油（ＨＳ2710）２億 700万㌦となっている。 

 

欧州・ロシアＮＩ
Ｓ・中東・アフリカ

米州 アジア・大洋州 地域横断 合　　計

1955～59年 1 1
1960～64年 1 1 2
1965～69年 1 1
1970～74年 1 1 2 4
1975～79年 2 2 4
1980～84年 1 1 2 4
1985～89年 1 2 3
1990～94年 17 2 3 22
1995～99年 25 2 1 1 29
2000年～ 26 4 6 8 44
合計 74 12 14 14 114
（出所）WTO/FTA Column, Vol.33, 2004/12/3, JETRO.
（原典）ＷＴＯのホームページ（http://www.wto.org/english/tratop_e/region_e/eif_e.xls）。

表６　世界のＦＴＡ　年代別・地域別発効件数(2004年11月18日現在）

 

 

第３節 東アジアにおけるＦＴＡの現状 

 

１．世界のＦＴＡの趨勢 

伊藤隆敏〔2004：4-5〕によるとＦＴＡのメリットは、①貿易・投資だけ

でなく制度を含めた「深い統合」が可能であること、②ＷＴＯなどの多国間

交渉と違い交渉のスピードが速い、③ＷＴＯの交渉にも良い影響を与える（ビ

ルディング・ブロックになる）、④防御的な理由でＦＴＡに参加することが利

点となる、としている3。  

世界的に地域経済統合が進むなか、ＷＴＯ（世界貿易機関）に登録される

                                                  
3  異なったＦＴＡがいくら普及してもグローバルなＦＴＡの深化につなが

らないことを、バグワッティ教授はスパゲッティ・ボール現象と呼んだ（伊

藤〔2004：5)。 
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ＦＴＡの数は 2004 年 11 月現在で 114 件となっている（表４）。地域別では

欧州・ロシアＮＩＳ・中東・アフリカが 74件、米州が 12件、アジア・大洋

州が 14件、地域横断が 14件である。年代別では 1960年代以前が１件、1960

年代が３件、1970年代が８件、1980年代が７件、1990年代が 51件、2000

年以降が 44 件となっている。1995 年以降では 71 件でこれは全体の約６割

に相当する。最近の傾向としては地域横断的なＦＴＡが目立つようになって

きており、2000年以降８件のＦＴＡが締結されている。 

 アジアにおけるＦＴＡの動きは欧州および周辺地域に較べると遅かったが、

2000年を境に活発化している。アジア・大洋州では 2000年以降に６件で同

地域全体（14件）の４割を占めている。ＡＳＥＡＮでは 1992年にＡＦＴＡ

（ＡＳＥＡＮ自由貿易地域）が発効し、約 10 年かけて域内の関税率は原則

０～５％に下げられた。アジア経済に大きな期待と不安を抱かせたのが 2001

年の中国のＷＴＯ加盟である。とくに、中国と貿易構造が競合的なＡＳＥＡ

Ｎは、輸出競争力の低下、安価な中国製品の域内への流入、さらには対外直

接投資（ＦＤＩ）が中国へ集中することへの懸念など、警戒感を示していた。

さらに中国政府はＡＳＥＡＮに対し経済外交を積極化させ、2002年にＦＴＡ

の枠組み協定を締結した。これに対しＡＳＥＡＮは日本、韓国とのＦＴＡ交

渉を提案するなどＡＳＥＡＮを中心とした「ＡＳＥＡＮ＋３」の枠組みをベ

ースとする交渉が活発化している。 

 

２．東アジアにおけるＦＴＡの現状 

 

 すでに述べたように東アジアにおいてはＦＴＡの動きが加速している。従

来、日本は貿易自由化については多国間ベースでの交渉に重点をおいてきた。

しかしながら、近年ＷＴＯないしはＡＰＥＣでの貿易・投資の自由化交渉が

行き詰るなかで、俄かにＦＴＡ交渉が脚光を浴びるようになった。とくに、

東アジアにおいては、中国の積極的な経済外交（ＷＴＯ加盟、ＡＳＥＡＮと

のＦＴＡ交渉）が大きな刺激となった。現在進められているＦＴＡ交渉につ
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いて日本、中国、ＡＳＥＡＮ、タイ、シンガポールの事例を取り上げる。 

 

（１）日本のＦＴＡ 

日本はすでに、2001年にシンガポールと経済連携協定（ＥＰＡ）を締結し

ている。日比経済連携協定については、小泉首相とフィリピンのアロヨ大統

領が 2004年 11月末に大筋合意に達し、今後協定の条文交渉等の作業に着手

することを確認した。この他、タイ、マレーシア、韓国とＥＰＡ締結に向け

た個別交渉を続けている。インドネシアとは 2004 年９月に１回目の予備交

渉を始めた。また、2004 年 11 月に、ＡＳＥＡＮと 2005 年から交渉を開始

することに合意している。2004年 11月に、チリとのＦＴＡ交渉を行うこと

を決定した。 

 

（２）中国のＦＴＡ 

すでに述べたように中国はＡＳＥＡＮと 2002 年ＦＴＡの締結に合意して

おり、2003年 10月からタイとの間でアーリー・ハーベスト（自由化前倒し

措置）として農業部門の関税引き下げを実施している。2005年から農産物以

外の関税引き下げ交渉が本格的に始まるが、どのような形で交渉が決着する

か成り行きが注目される。 

 中国ＡＳＥＡＮ・ＦＴＡに期待を寄せているのが中国の雲南省、広西チワ

ン族自治区などＡＳＥＡＮと国境を接する地域である。2004年 11月３日か

ら６日まで広西チワン族自治区の南寧市で「中国－東盟博覧会」

（China-ASEAN Expo）が開催された。これら内陸地域は沿海部に較べると

経済発展が遅れており、ＡＳＥＡＮとの経済統合による国境貿易・投資の拡

大による地域発展に期待をかけている。 

 中国と香港との間にはＣＥＰＡ（ Closer Economic Partnership 

Agreement、経済緊密化協定）が 2004年１月１日から発効している4。さら

に 2004 年 11 月のチリで開催された APEC 首脳会議で中国はチリとの交渉

                                                  
4  ＣＥＰＡについては、第８章竹内論文を参照されたい。 
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開始を決定した。2004年末現在中国は、23国・地域とＦＴＡに関する研究、

交渉を行っていると伝えられている。主な国・地域は、チリ、ニュージーラ

ンド、湾岸協力会議（Gulf Cooperation Council、６カ国）、南アフリカ関税

同盟（South African Customs Union、５カ国）、オーストラリアなどである
5。 

 

（３）ＡＳＥＡＮのＦＴＡ 

ＡＳＥＡＮは 1992 年からＡＦＴＡ（ＡＳＥＡＮ自由貿易地域）を実施し

ており、2003年までに一部品目を除いて域内の関税率が０～５％に引き下げ

られている。 

ＡＳＥＡＮは 2002 年 11 月に中国とＦＴＡ枠組み協定を締結した

（ Framework Agreement on Comprehensive Economic Co-operation 

between ASEAN and China）。2004年１月からアーリーハーベスト対象品

目（ＨＳ01～08類の農産物）の関税の引き下げを実施している（フィリピン

を除く）。 

ＡＳＥＡＮと日本は 2003年 10月に、日・ＡＳＥＡＮ経済連携枠組み協定

を締結、2005年４月から本格交渉を開始することに合意している。ＡＳＥＡ

Ｎとインドは、2003年 10月にＡＳＥＡＮ・インド包括的経済協力枠組み協

定を締結。アーリーハーベスト品目は 105品目で 2004年 11月から関税引き

下げを開始している。さらにＡＳＥＡＮは韓国と交渉を開始し、オーストラ

リア、ニュージーランドとも交渉開始に合意するなど独自の戦略を取ってい

る。 

 

（４）タイのＦＴＡ 

 タイのタクシン首相はＦＴＡの取り組みに積極的な姿勢を見せている。す

でに中国とはＡＳＥＡＮ・中国ＦＴＡ枠組み協定の自由化前倒し措置として

農産物の関税引き下げを実施している。2003年 10月から野菜、果物（ＨＳ

                                                  
5  China Economic Net〔Jan.12, 2005〕による。 
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07－08類）の関税を先行して撤廃、2004年１月１日より農産物（ＨＳ01－

06類）の関税を引き下げた。今回の措置によりタイから中国への輸出（ＨＳ

01からＨＳ08の合計）は、2003年（１～11月）の２億 2231万㌦から 2004

年（同）は３億 930 万㌦へと約４割増えている6。ただ、タイのニンニク生

産農家には安い中国産の輸入により影響が出ているようである。タイ政府は

熱帯果実の対中輸出に期待をかけたが、中国国内の関税（税制）により販路

が予想していたほど拡大せず、思惑が外れたものもある。 

中国以外には、日本（交渉中）、オーストラリア（2004 年７月５日に正式

調印）、インド（2004 年９月１日より 82 品目の関税を先行して引き下げ開

始）、米国（2004 年６月から交渉開始）、ペルー（2003 年 10 月ＦＴＡ枠組

み協定を締結）、バーレーン（2002年 12月にＦＴＡ枠組み協定を締結）、ニ

ュージーランド（2004年 11月に締結に合意）等との交渉を行っている。さ

らに、タイはＢＩＭＳＴＥＣ（ベンガル湾多分野技術経済協力イニシアティ

ブ）7にも加盟しており、2004年２月域内でのＦＴＡ枠組み協定を締結。 

 ビジネスマン出身のタクシン首相自らが強いリーダーシップとっており、

増大するＦＴＡ交渉をコーディネートするため、首相直轄の国際経済委員会

（スチャート委員長）の傘下にＦＴＡに関する３つの委員会を設置し（政府

を中心とした交渉チーム、民間を中心としたコンサルティング委員会、影響

モニター委員会）、交渉のスピードを速めている8。タイが地域経済統合に積

極的な理由としては、タイにおける経済発展、なかんずく日系企業を中心と

                                                  
6  World Trade Atlasより。原典はタイ関税局資料。なお、China Economic 
Net(Jan.12 2005)によると、中国からタイへの農産品貿易は５億 2700万㌦
（2004年 1月～11月）、昨年比 120％の伸び。2003年 10月から 188品目の
関税が無税になった。 
7  ＢＩＭＳＴＥＣの加盟国は、バングラデッシュ、インド、ミャンマー、

スリランカ、タイ、ネパール、ブータンの７カ国。 
8  2004年９月９日、チュラロンコン大学経済学部スティパン（Suthiphand 

Chirathivat）教授とのインタビューによる。 
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する自動車関連の産業集積が進み、アセアンにおいても比較優位を持つに至

ったからである。1997 年の通貨危機に端を発する経済危機を乗り切り、貿

易・投資の自由化により日系企業をはじめとする外資が参入、周辺産業も含

めて集積効果が徐々に出始め、いまやタイはピックアップ・トラックの一大

基地輸出になっている。 

 

（５）シンガポールのＦＴＡ 

シンガポールはアジアのなかでは最も早くＦＴＡを締結した国である。

2000年にニュージーランド、2002年には日本と経済連携協定を、2003年に

はＥＦＴＡ（European Free Trade Association、スイス・ノルウェー・リヒ

テンシュタイン・アイスランドの４カ国から構成）、オーストラリアそして米

国と、2004年にはヨルダンとの交渉が終了した。交渉中の国・地域は、バー

レーン・カナダ・エジプト・インド・韓国・メキシコ・パナマ・ペルー・ス

リランカ・Pacific 3（中国・シンガポール・ニュージーランド）となってい

る。 

 

 

第４節 まとめ：東アジアの経済発展と日本・中国の役割 

 

 2004 年は中国にとって貿易大国として位置づけられる記念すべき年とな

った。貿易総額が日本を抜いて米国、ドイツに次ぐ世界第３位になり、その

額は１兆㌦を超えた。輸出入ともに対前年度比 35％を超える驚異的な伸びを

見せている。中国の貿易相手国は、輸出市場では１位が米国、２位が香港、

３位が日本、４位が韓国となっている。輸入市場では、１位が日本、２位台

湾、３位韓国、４位米国となっている。今後も高い経済成長を背景に貿易の

拡大は継続するであろう。 

 中国が現在のペースで経済発展を続けると 2020 年にはＧＤＰ規模で日本

と肩を並べる存在になると言われている。しかしながら今後も長期に亘って
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毎年 500億㌦を維持または超えるような海外投資の流入が続くという保障は

ない。また、中国の経済発展にとってのボトル・ネックもすでに見えている。

「世界の工場」、「世界の市場」といわれる中国ではあるが、「世界の頭脳」と

いう意味ではまだ先進諸国に後塵を拝しているといえよう。現在の中国にお

ける製造業の発展は直接投資に伴う「輸入・移入された技術」に負うところ

が大きく、世界をリードする（すなわち、世界市場を支配する）技術を自前

で開発する能力は有していない。すでに有人宇宙飛行を成功させ、核開発を

進める技術を持つ中国ではあるが（産業）技術開発という点では、依然とし

て外国企業に頼らざる得ない状況にある。他方、外資（＝外国企業）は莫大

なコストをかけて開発した先端技術、長年培ってきた特殊技術を「知的財産

権」で囲い込むことによって、激しい競争のなかで比較優位を保とうとして

いる。とくに、知的財産権を保護する制度が十分に確立されていない中国で

は技術移転に対する外国企業の警戒感が強い。 

 東アジア経済圏の強みは、域内に「技術」・「生産能力」・「市場」といった

生産・消費にかかわる必須要素を内包している点にある。日本が技術開発を

進め、中国とＡＳＥＡＮが生産能力の向上と生産ネットワークの強化を進め、

さらに 20 億人以上の人口規模を有する巨大な市場が統合されれば、そこに

はポテンシャリティーの高い地域経済統合が出来上がる可能性が十分にある。

それに向けて東アジアの経済発展の新たな枠組み（シナリオ）作りは模索か

ら実施の段階に来ているといえよう。 
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（単位：100万米㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

2,071 2,244 2,485 2,675 3,607 5,480 6,206 9,295 13,998 ｼｪｱ(%)

?85 ELECTRICAL MACHINERY 202 304 443 636 1,175 2,097 2,739 4,567 7,185 51.3
?84 MACHINERY 105 201 285 240 284 787 931 1,110 1,712 12.2
?15 FATS AND OILS 735 463 464 485 443 396 376 681 1,114 8.0
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 99 100 106 128 183 361 445 679 954 6.8
?44 WOOD 480 465 512 506 673 637 396 488 641 4.6
?39 PLASTIC 85 117 159 180 173 294 341 438 615 4.4
?29 ORGANIC CHEMICALS 16 19 32 36 68 110 186 330 384 2.7
?40 RUBBER 109 151 106 69 86 104 101 166 306 2.2
?72 IRON AND STEEL 7 14 8 18 15 54 42 81 174 1.2
?38 MISC. CHEMICAL PRODUCTS 4 10 16 29 81 119 98 137 161 1.2
（出所）World Trade Atlas.原典は中国海関資料。

付表１－①　中国のマレーシアからの輸入（1995～2003）

2003

（単位：100米万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

1,281 1,370 1,920 1,594 1,675 2,565 3,221 4,975 6,142 ｼｪｱ(%)

?84 MACHINERY 128 190 226 123 136 222 553 1,323 1,894 30.8
?85 ELECTRICAL MACHINERY 190 305 363 430 443 927 1,244 1,632 1,587 25.8
?10 CEREALS 4 1 161 146 180 232 150 252 263 4.3
?90 OPTIC,NT 8544;MED INSTR 25 28 24 17 32 42 106 91 159 2.6
?61 KNIT APPAREL 20 12 14 15 29 51 48 64 127 2.1
?87 VEHICLES, NOT RAILWAY 17 17 17 8 15 30 44 64 122 2.0
?73 IRON/STEEL PRODUCTS 48 45 54 27 35 48 60 72 100 1.6
?64 FOOTWEAR 13 17 22 10 22 36 40 64 100 1.6
?62 WOVEN APPAREL 13 9 12 20 36 58 51 73 100 1.6
?07 VEGETABLES 14 11 13 13 17 17 30 48 81 1.3
（出所）World Trade Atlas.　原典は中国税関資料。

付表１－②　中国からマレーシアへの輸出

2003



 ン
（単位：100万米㌦）

HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
3,398 3,601 4,385 4,226 4,062 5,060 5,143 7,054 10,486 ｼｪｱ(%)

?85 ELECTRICAL MACHINERY 499 569 612 847 971 1,458 1,450 2,018 3,433 32.7
?84 MACHINERY 475 736 1,133 1,441 1,205 1,279 1,232 1,640 2,302 22.0
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 1,223 1,398 1,661 923 776 852 792 1,017 1,547 14.8
?39 PLASTIC 155 162 269 361 356 511 653 940 1,219 11.6
?29 ORGANIC CHEMICALS 59 46 58 70 103 141 219 410 615 5.9
?90 OPTIC,NT 8544;MED INSTR 43 58 63 72 87 137 151 199 278 2.7
?38 MISC. CHEMICAL PRODUCTS 55 59 79 73 92 122 123 157 212 2.0
?32 TANNING,DYE,PAINT,PUTTY 60 57 56 56 62 78 74 82 93 0.9
?48 PAPER,PAPERBOARD 16 23 18 19 21 26 41 61 64 0.6
?76 ALUMINUM 18 27 27 12 13 18 28 37 58 0.6
（出所） World Trade Atlas.原典は中国海関資料。

付表２－①　中国のシ ガポールからの輸入

2003

（単位：100万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

3,501 3,749 4,321 3,901 4,503 5,755 5,793 6,969 8,873 ｼｪｱ（%)

?85 ELECTRICAL MACHINERY 548 632 831 821 1,124 1,745 1,899 2,279 2,875 32.4
?84 MACHINERY 533 846 617 882 951 1,137 1,066 1,415 1,921 21.7
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 257 92 210 197 370 593 543 640 745 8.4
?61 KNIT APPAREL 57 56 93 112 181 199 221 287 474 5.3
?62 WOVEN APPAREL 84 81 125 124 148 177 182 265 403 4.5
?89 SHIPS AND BOATS 84 70 180 227 286 143 73 87 294 3.3
?90 OPTIC,NT 8544;MED INSTR 55 80 95 80 92 161 152 166 216 2.4
?73 IRON/STEEL PRODUCTS 112 121 137 110 93 98 104 105 125 1.4
?39 PLASTIC 50 45 60 54 53 87 71 87 113 1.3
?42 LEATHR ART;SADDLRY;BAGS 26 27 39 25 32 41 44 98 106 1.2
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計より。

付表２－②　中国からシンガポールへの輸出

2003

 －34－



 －35－

（単位：100万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

1,611 1,890 2,005 2,423 2,782 4,380 4,713 5,599 8,829 ｼｪｱ(%)

?84 MACHINERY 90 231 344 772 642 853 966 1,107 2,147 24.3
?85 ELECTRICAL MACHINERY 52 97 175 178 348 816 904 1,248 1,985 22.5
?39 PLASTIC 100 130 254 420 493 641 665 775 922 10.4
?40 RUBBER 222 457 299 221 200 437 405 491 830 9.4
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 8 21 76 59 162 383 334 348 714 8.1
?29 ORGANIC CHEMICALS 49 87 71 41 80 88 85 175 294 3.3
?72 IRON AND STEEL 6 13 23 28 58 134 115 152 285 3.2
?44 WOOD 19 18 22 36 58 103 117 180 210 2.4
?07 VEGETABLES 26 2 13 20 17 6 126 114 151 1.7
?90 OPTIC,NT 8544;MED INSTR 3 15 34 31 41 67 72 93 130 1.5
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計。

付表３－①　中国のタイからの輸入

2003

（単位：100万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
Thailand 1,752 1,255 1,502 1,170 1,437 2,244 2,502 2,959 3,829 ｼｪｱ(%)

?84 MACHINERY 145 146 187 231 268 498 631 737 1,025 26.8
?85 ELECTRICAL MACHINERY 113 136 185 186 284 416 580 828 889 23.2
?28 INORG CHEM;RARE ERTH MT 87 73 76 60 72 87 98 111 130 3.4
?52 COTTON+YARN,FABRIC 25 14 21 23 50 77 42 62 118 3.1
?72 IRON AND STEEL 424 197 225 67 68 141 66 81 115 3.0
?90 OPTIC,NT 8544;MED INSTR 18 23 34 20 31 35 34 47 114 3.0
?29 ORGANIC CHEMICALS 80 64 72 60 71 80 86 94 109 2.8
?38 MISC. CHEMICAL PRODUCTS 22 28 25 30 47 45 57 77 97 2.5
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 44 51 27 31 27 158 30 33 74 1.9
?55 MANMADE STAPLE FIBERS 63 57 62 68 79 84 84 64 70 1.8
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計。

付表３－②　中国からタイへの輸出（1995～2003）

2003
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（単位：100万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

276 373 327 517 908 1,677 1,945 3,217 6,309 ｼｪｱ(%)

?85 ELECTRICAL MACHINERY 10 19 45 122 448 860 1,136 2,212 4,254 67.4
?84 MACHINERY 12 41 33 94 148 395 407 547 1,366 21.7
?74 COPPER+ARTICLES THEREO 25 62 26 65 125 140 120 114 216 3.4
?90 OPTIC,NT 8544;MED INSTR 1 1 3 6 5 23 30 65 157 2.5
?08 EDIBLE FRUIT AND NUTS 26 60 38 68 47 75 64 65 82 1.3
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 115 94 103 46 36 64 54 99 61 1.0
?15 FATS AND OILS 11 21 7 31 6 17 25 16 32 0.5
?39 PLASTIC 6 6 5 9 11 20 20 24 23 0.4
?48 PAPER,PAPERBOARD 2 5 4 8 19 19 20 10 11 0.2
?40 RUBBER 4 11 7 4 5 11 6 6 10 0.2
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計。

付表４－①　中国のフィリピンからの輸入

2003���������������������������������������������������������������������

（単位：100万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
Philippines 1,030 1,015 1,334 1,499 1,380 1,464 1,621 2,042 3,094 ｼｪｱ(%)

?85 ELECTRICAL MACHINERY 84 101 204 270 495 438 323 437 891 28.8
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 42 58 89 61 31 64 159 168 287 9.3
?84 MACHINERY 80 75 106 236 126 109 158 175 274 8.9
?87 VEHICLES, NOT RAILWAY 22 20 21 11 14 22 54 101 120 3.9
?10 CEREALS 0 0 70 325 48 40 13 16 81 2.6
?39 PLASTIC 18 12 30 24 26 33 43 60 77 2.5
?73 IRON/STEEL PRODUCTS 27 43 43 25 29 40 37 43 72 2.3
?52 COTTON+YARN,FABRIC 35 28 31 35 36 44 44 60 69 2.2
?61 KNIT APPAREL 8 11 8 4 22 23 39 73 59 1.9
?28 INORG CHEM;RARE ERTH MT 43 35 37 33 37 41 47 52 59 1.9
（出所）World Trrade Atlas. 原典は中国海関資料。

付表４－②　中国からフィリピンへの輸出

2003



 ン
（単位：100万㌦）

HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
Indonesia 2,052 2,280 2,673 2,462 3,051 4,402 3,888 4,501 5,754 %

?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 760 1,042 1,109 466 586 1,067 653 815 1,165 20.2
?84 MACHINERY 24 18 26 39 131 211 247 469 645 11.2
?29 ORGANIC CHEMICALS 54 30 52 61 168 269 365 454 645 11.2
?44 WOOD 511 364 437 490 551 720 701 546 519 9.0
?47 WOODPULP, ETC. 77 92 140 260 247 541 415 451 507 8.8
?15 FATS AND OILS 75 87 158 125 198 191 153 242 447 7.8
?85 ELECTRICAL MACHINERY 6 14 43 61 99 229 302 287 347 6.0
?48 PAPER,PAPERBOARD 103 135 250 363 462 387 247 336 297 5.2
?40 RUBBER 59 83 44 31 50 51 99 64 153 2.7
?39 PLASTIC 41 55 79 152 138 184 164 152 122 2.1
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計。

付表５-①　中国のイ ドネシアからの輸入

2003���������������������������������������������������������������

（単位：100万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
Indonesia 1,438 1,428 1,841 1,172 1,779 3,061 2,842 3,427 4,482 ｼｪｱ(%)

?84 MACHINERY 199 223 287 97 191 405 386 496 642 14.3
?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 92 194 208 65 47 286 345 288 636 14.2
?85 ELECTRICAL MACHINERY 154 141 214 93 276 517 523 545 633 14.1
?87 VEHICLES, NOT RAILWAY 33 43 46 6 40 285 159 177 234 5.2
?10 CEREALS 7 1 92 318 200 175 44 189 214 4.8
?52 COTTON+YARN,FABRIC 23 17 23 32 94 120 74 117 164 3.7
?28 INORG CHEM;RARE ERTH MT 81 76 82 56 79 99 120 134 130 2.9
?29 ORGANIC CHEMICALS 44 43 50 44 64 80 82 94 121 2.7
?89 SHIPS AND BOATS 4 19 4 54 46 13 1 5 106 2.4
?73 IRON/STEEL PRODUCTS 49 54 68 30 40 63 63 97 94 2.1
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計。

付表５－②　中国からインドネシアへの輸出

2003
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（単位：100米万㌦）
HS Description 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

720 842 1,078 1,024 964 1,537 1,805 2,150 3,180 ｼｪｱ(%)

?27 MINERAL FUEL, OIL ETC 6 22 121 79 110 208 245 399 720 22.6
?84 MACHINERY 124 155 112 118 109 132 261 365 402 12.6
?31 FERTILIZERS 25 54 38 43 52 113 83 69 246 7.7
?85 ELECTRICAL MACHINERY 48 46 39 34 36 34 54 94 146 4.6
?52 COTTON+YARN,FABRIC 13 10 14 16 16 25 22 74 119 3.7
?72 IRON AND STEEL 23 52 81 67 67 103 118 89 104 3.3
?87 VEHICLES, NOT RAILWAY 25 21 11 14 59 447 479 135 102 3.2
?28 INORG CHEM;RARE ERTH MT 27 29 38 36 40 43 57 74 84 2.7
?10 CEREALS 1 1 2 7 17 21 17 43 84 2.6
?60 KNIT,CROCHETED FABRICS 2 2 7 19 8 9 7 33 71 2.2
（出所）World Trade Atlas. 原典は中国海関統計。

付表６　中国からベトナムへの輸出

2003
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